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１．運営方針  

 地域と共に“わたしらしく生きる” 

昨年度までは数年に渡る新型コロナウイルス感染症対策で日々の生活の

変化を強いられ、地域との連携も薄れるなかでの取り組みとなりました。

令和５年度は新型コロナウイルス感染症が５類へ移行することが予定さ

れ、「ｗｉｔｈコロナ」の考え方の中で、施設サービスの在り方を見直し、

入所者の健康や安全を守りながら、コロナ禍以前のサービス水準に戻すべ

く、取り組みを推進していきます。取り組んだ内容については、ＳＮＳな

どを活用しタイムリーに発信していくことで、発信力の強化と透明度の高

いサービスを目指します。 

また、近年の社会情勢による水道光熱費や原油高などの物価高騰によ

り、施設経営に大きく影響することも想定される中、永寿園とよなかとし

ても、安定的な運営を図ることができ、社会福祉法人に求められる基本理

念を基盤に、地域福祉の推進を図りながら、きめ細やかな事業管理を推進

し、適切な施設運営を進めてまいります。 

長期に及ぶコロナ禍のなかで様々な関係が疎遠になってしまった今だか

らこそ、人と人との繋がりを大切に、施設機能を最大限活用し世代間交流

が図れる仕掛けづくりとして、既存の公開講座を多世代のニーズに即した

内容にブラッシュアップします。また、地域住民や関係機関と共に防災意

識を高めるべく、実践に即した共同防災訓練を行い、誰もが気軽に集える

拠点として定着させ、地域における社会資源としての役割強化を目指しま

す。 

また、多様化する地域ニーズによりそい、地域の中で自分らしく輝きなが

ら暮らせるよう、関心はあるが地域活動に参加出来ていない方も含めて、一

つ一つのニーズを拾い上げ、きめ細やかなアプローチを迅速かつ丁寧に実施

していくことで、高齢者から、子育て世代まで、地域生活の中で感じる“孤

立・疎外感”からの脱却に繋げられるような施設運営を展開します。 

 

 



２．重点項目 

  質の高いサービス提供を実現するための取り組みの推進 

① 生きがい活動の就労支援は既存のプログラムを発展させ、「仕事」とし

て活躍できる体制作りに取り組むことで、社会への参加や就労意欲を高

め、在宅復帰を意識した生活支援サービスの充実へと繋げます。「仕事」

のプログラムを施設内だけにとどまらず法人内の他事業所の子ども食堂

への参加などへ進めていくことで、外部の方との繋がりを通して自己評

価が高まり社会の中での生活を意識できるよう支援します。 

「仕事」への取り組みが、入所者の自己選択・自己決定にて行われ、目的  

意欲を高めながら取り組みを深め、在宅復帰の可能性を意識していただ

けるよう推進します。 

 

②施設への理学療法士もしくは作業療法士の常勤配置を行い、オンライン等

を活用しながら入所者が気軽に楽しみながら身体を動かすことのできる

e-スポーツの導入やパワーアップ体操を取り入れることで、フレイル予防

や認知症予防に取り組みます。施設内で行っている毎日の体操や歩こう会

等だけでなく、東泉丘小学校の下校時の見守り活動や屋上の庭園、近隣に

ある畑などの屋外での活動や、地域の商業施設へ自由に外出ができるよう

に買物バスの定期運行で外部に出る機会を確保することで地域とも関わ

りを深め、生きがいを感じてもらい介護予防の推進に取り組みます。 

 

 ③入所者は精神疾患や内臓疾患、認知症など、複合的に症状を抱えている場

合が多く、また、重度化も進んでいます。出来る限り当施設での住み慣れ

た暮らしを継続するためにも、職員の介護技術の向上は必須であることか

ら、介護技術のさらなる向上にむけて中堅職員がリーダーシップをとりＯ

ＪＴやコーチングなどの計画的な指導体制を確立します。 

また、併設する特別養護老人ホームへの実地研修を計画的に行い、養護老

人ホームとしての在り方を見直しながら、相互連携を深め、施設全体のボ

トムアップへと繋げます。 

 

 

 

 

 

 

 



３．地域公益事業 

 永寿園とよなかに関わる職員、ご利用者やご家族が地域と共に創る 

 ～暮らしやすい地域づくり～ 

永寿園とよなかの理念「その人らしくここで・・」をモットーに、施設及び

入所者が地域と共に“わたしらしく生きる”という観点から、ともに成長しあ

え、地域に求められるような独自の貢献事業を提供していきます。 

介護や子育てといった世代を問わず、生活の活性と健康の維持増進を目的と

した、身体のしくみやリスク予防に対する知識・技術、介護予防に関するノウ

ハウなどを身につけることが出来るよう、地域公開講座の開催を継続的に行い

ます。介護職員、看護職員、機能訓練指導員、生活相談員、管理栄養士、併設

保育所の保育職員などの専門職チームにより、様々なテーマの公開講座を定期

的に実施していきます。 

保育事業も併設している当施設ならではの強みとして、子育て世代のご家庭

に対しても親子で参加できる指先遊びや園庭開放、子育て相談会などの定期的

なアプローチを行うことで、より多世代のニーズに即した内容となり、新たな”

つどいの場”作りを形成することで、高齢者から子育て世代まで、地域生活の

中で感じる”孤立・疎外感”からの脱却に繋げます。 

また、地域住民や関係機関と共に防災意識を高めるべく、災害発生時の連携

体制を取り決め、備蓄食の炊き出しや消防署を交えた救命訓練など、実践に即

した共同防災訓練を行い、自助・共助に基づいた防災意識の高い地域づくりを

目指します。 

地域住民や地域内の多様な関係機関が、世代や分野を超えて繋がり、一人一

人の暮らしと生きがいを共に創っていく仕組みづくりを検討し、地域共生社会

の実現を目指します。入所者及び地域の方々が利用する公共施設としての役割

を果たすべく、安心・安全な生活環境の提供、安定したサービス提供体制の確

保、誰もが利用できる地域に開かれた施設運営を目指します。これら施設機能

を地域に開放するだけではなく、施設が有する「介護」はもちろん、「医療」、

「栄養」、「保育」等幅広い知識を持った職員の知識や施設が有する様々なネッ

トワーク、そして社会福祉法人としても責務である地域における公益的な取り

組みを積極的に地域へ発信し、地域の福祉力向上に貢献して参ります。 

 

 

 

 

 

 



４．施設管理 

   開所１０年目を迎えるにあたり、経年劣化に伴う建物設備等の不具合が

断続的に生じ、日常のメンテナンスを継続して実施しております。日頃よ

り、定期的な点検は実施しており、早期発見、こまめな修繕を行うこと

で、大規模で突発的な修繕に至らないように努め、建物設備等の適正な施

設管理を行います。 

 

 

５．労務管理 

計画的に研修を行い職員の介護技術の向上を図る事で、安心して働ける職

場づくりを行います。新たに採用した無資格の職員には介護福祉士の取得に

向けて初任者研修、実務者研修などの案内を行いスキルアップの支援をしま

す。 

充実した事業を推進するための体制として、配置基準を上回る配置体制

を整えます。また、管理者からの職員面談を定期的に行い、職員の要望を

聞き取り適宜対応することで、職員の気持ちに余裕が生まれ、効率的な業

務改善や、適切な有給休暇の取得推進等、リフレッシュしながら適正な労

働環境になるよう管理し、離職率の低下を図っていきます。 

また、職員が研修を通してハラスメントに対する正しい知識と高い意識を

もちハラスメントが発生しにくい職場を築くことで、安心して働けるよう取

り組みます。 
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